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An Educational Program that Aimed at Improvement in Leader Confidence (Part 2): 
Study of Effectiveness by Improvement of Practice 
Yokoyama Takayuki*1 
The purpose of this study was to confirm the effectiveness of an educational program that aimed 
at improvement in leader confidence and to examine the effectiveness by improving of practice. 
Improvement of practice was change in program content and expansion of intervention target. 
Program was changed the lecture contents from group activity to desirable leadership behavior, 
increased opportunities to examine concrete solution to their group’s problems by method to change 
group work members on the way. Intervention target was expanded to those who belong to the 
committee and those who take other positions in each group. Eighty-five leaders were selected for 
this program. The result has shown that this practice improved statistically significantly the leader 
confidence. In addition, when limiting to leaders taking role of director in clubs and circles, this 
practice was larger effect size than previous practice. It was considered that solutions spilled over 
between groups by changing group work members on the way. It was thought that the factor of 






































































リーダー学生対象の研修を行ってきたが、X 年 9 月にその
研修を学生相談カウンセラーの筆者による専門的学生支
援との協働的な取組として企画し、教育プログラムを実践





















































































上記の検討を踏まえ、X+4 年 7 月にプログラム内容の変
更案と介入対象の拡張案について筆者と学友会本部で協













男子学生が 57 名、女子学生が 21 名、性別不明者が 1 名で
あった。なお、X+4 年時には学内に 65 の学生団体が存在
していた。各団体に部長とその他の役職の 2 名がいるとし



















































表 1 本実践の有効回答数（名） 
部長職に就く部員 その他の役職に就く部員 合計
体育系クラブ 11 11 22
文化系クラブ 15 29 44
体育系サークル 0 0 0
文化系サークル 3 5 8
委員会 1 4 5



















































































































グループの 2 人と入れ替えさせ、新たな一組 4 人のグルー
プを作らせた。次に、新たなグループ内で各自の Keep と
Problem を発表し合い、各々の Try を順番に検討させた。 
次に、プログラムの設計過程を述べる。まずは X+4 年 7
月に筆者と学友会本部の学生と打ち合わせを行った後に、
筆者がプログラムのたたき台を作成した。そして、たたき























ない（1 点）」から「確実にできる（5 点）」の 5 段階評定
を求め、介入後では「今後どの程度できそうか」と尋ね、





















































計算すると、n1＝n2＝10、M1 を介入後の平均値 36.0、S1 を
介入後の標準偏差 6.24、M2 を介入前の平均値 32.8、S2 を
介入前の標準偏差 5.16 とした場合、g=0.56 となり、中程
度の効果量であった。効果量の 95%Cl の下限値は－0.33、




















































































全有効回答者 79 32.92（6.91） 37.24（6.65） 8.23** 0.64   0.32 0.96 0.99 
部長職のみ 30 33.87（6.51） 38.57（5.63） 5.88** 0.77   0.03 1.51 0.70 
その他の役職のみ 49 32.35（7.15） 36.43（7.13） 5.88** 0.57 －0.16 1.30 0.68 
体育系クラブ 22 34.14（7.72） 39.50（6.13） 4.42** 0.77   0.03 1.51 0.45 
文化系クラブ 44 32.96（6.39） 36.64（6.84） 5.63** 0.56 －0.17 1.29 0.58 
文化系サークル 8 28.13（7.74） 33.13（5.41） 4.00* 0.75   0.08 1.49 0.45 
委員会 5 35.00（4.00） 39.20（6.22） 2.20† 0.80   0.05 1.55 0.44 
† p<.10 * p<.05 **p<.001 
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95% Cl の下限値と上限値も高いことを確認した（表 4）。 
（４）プログラムの感想
自由記述は 79 名中 64 名が記していた。64 名の感想の
中で、1 つの意味のまとまりがある文の数は 85 個であっ




相互理解」は 9 個、「要望」が 11 個、「視野が広がった」
が 8 個、「所属団体に直面した」が 6 個、「意欲喚起」が 4






















































表 4 先行実践と本実践における 






先行実践 10 32.80（5.16） 36.00（6.24） 3.81* 0.56 －0.33 1.45 
本実践 10 32.90（8.09） 38.80（5.57） 4.03* 0.85   0.10 1.60 




























































































本実践の（ ）の数字は 1 つの意味のまとまりがある文の数を表す 
「リーダーとしての自信向上」を目指した教育プログラムの試み（２）―実践の改良による有効性の検討―



















た現象と捉えることができる。これは、1 回だけの Try の
検討では生じない現象だろう。メンバーの一部を替えて
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